
東御市海野宿伝統的建造物群保存地区保存計画

東御市伝統的建造物群保存地区保存条例(以下「保存条例」という。)第 3条の規定に基づき、東御市海
野宿伝統的建造物群保存地区(以下「保存地区」という。)の保存に関する計画を定める。

第1章 保存地区の保存に関する基本方針

(１) 歴史と現況

海野の歴史は古く、海野郷として天平頃(740前後)の正倉院御物、紐心麻綱墨書に見えている。
註（１）

本海野という名称は、真田昌幸が天正十一年(1583)に上田城を築き、その城下町を形成するにあたり、
真田氏にゆかりのある真田町の原と東御市の海野から、その住民を招き寄せ、上田に原町と海野町を形

成してから、そのもとの地を本原と本海野と称したことに始まる。
註（２）

それ以前、この海野郷を在地として支配してきた海野氏は、祢津・望月・真田・岩下氏等多くの有力

同族の中心として、大きな勢力を誇る東信濃きっての名族であり、その武勇をもって鎌倉幕府に仕えて

いたが、天文十年(1541)に滅亡している。
註（３）

こうした海野氏の本拠・居館が、当宿北方の段丘上にあり、海野氏の氏神である白鳥神社が、海野宿
註（４）

の東端に位置しているところから、この地は海野氏の城下町的性格をもって、古くから集落が形成され

ていたと思われ、また、御蔵小路にあったと伝えられる市神は、当時と位置は異なるものの今も残り、
註（５）

室町時代から六斉市が立っていたことが推定され、古くから海野市の本拠として栄えていたことがうか
註（６）

がえる。

海野宿の成立は、寛永二年(1625)と伝えられ、当時は問屋が置かれていたが、当宿と約 1.6㎞離れた
註（７）

隣の田中宿と半月交代で伝馬役のみつとめていた。ところが、寛保二年(1742)八月初めの大洪水により、
註（８） 註（９）

それまで本宿をつとめていた田中宿がほとんど壊滅状態になってしまった。この時本海野も被害を受け、

田中宿からまっすぐに通じていた街道は、千曲川の氾濫によって白鳥神社に達する直前で大きくえぐり

取られ、今日のように折り曲がって宿場に入るように街道をつくりかえねばならなかった。しかし、本

海野の被害は田中宿ほどではなかったので、本宿は海野に移され、問屋であった藤田氏が本陣を兼任
註（１０）

し、大名の宿泊、荷物の輸送等を一手につとめるようになった。そして文化四年(1807)十一月、復興し
た田中宿との間に話がまとまり、本陣は両宿ともに置き、伝馬役は従来どおり交代で勤めることとな

った。
註（１１）

明治期に入って本海野の経済を支えたのは、養蚕と蚕種(蚕卵紙)の製造である。本海野では、江戸末
期すでに副業として養蚕が行われ、明治になって飛躍的に大型化・近代化した。宿場としての機能を

註（１２）

失った後も、衰退するどころかむしろ繁栄する基盤が、この養蚕によって築かれることとなった。海野

の町並みに、養蚕業の繁栄は欠かすことのできない要素であった。

戦後、養蚕業が衰えたのちは農家の兼業化が進み、主として婦女子に頼る農業となり、多くの者は勤

めに出るようになった。

このように海野宿は、江戸時代の宿場町から明治時代以降の養蚕業の町へと大きな変革がみられた。

建造物においても、宿場建築と養蚕建築との両者が調和し、特徴ある町並みを作り出している。また、

街道中央を流れ｢表の川｣と通称する水路は旧位置にそのまま残り、往時の洗い場も現存するものが

ある。
註（１３）



この町並み景観が維持されてきたのは、明治二十一年(1888)に開通した国鉄信越本線が宿の北側を通
り、駅が当地から離れた大屋と田中の地に設置されたことや、戦後開通した国道 18号線が宿北方の段
丘上を通ったこと等や、さらに、ここに住む住民の建物や郷土に対する愛着の深い点が大きな理由とし

てあげられる。また、保存地区は、町の都市計画の中で住居地域として用途地域の区分がされている。

こうした中、町は昭和四十八年、海野宿を町文化財に指定し、五十三年、国および県の補助を得て町

並み保存対策調査を実施した。その後五十五年に、地元本海野区に海野宿研究会(のちに海野宿保存研
註（１４）

究会となる)が発足し、地元における保存活動の出発点となった。以後地元において、海野宿研究会を
註（１５）

中心とした保存活動が行われてきたが、六十年三月、区長の諮問機関として海野宿保存審議委員会が

発足し、保存に関する基礎調査や賛否調査等を実施し、検討を重ねた後、同年九月に海野宿を保存す
註（１６）

べきとの答申がなされた。これを受けて、区総会において海野宿の保存を正式に区決定し、翌六十年十
註（１７）

月、町に対して町並み保存要望書が提出された。

一方町では、五十九年と六十年にそれぞれ地区内の家屋１棟の寄付を受け、これらの応急修理工事を

行ってきた。また、六十一年三月定例議会において、東部町伝統的建造物群保存地区保存条例が可決
註（１８）

制定された。

(２) 伝統的建造物群とその環境の現状

海野宿は宿の東端に白鳥神社があり、神社前の東桝形跡から西桝形跡まで約 650ｍ(６丁)の長さがあ
り、その間に街道の中央を水路が流れ、街道に面して両側に家々が建ち並んでいる。宅地は多くの町場

にみられるものと同様、間口にくらべ奥行きが長い短冊形をなし、宅地の背後は耕地となる。北は鉄道、

南は千曲川で区切られた、まとまりのある集落を形成している。

宿東端の白鳥神社から約 500ｍ西、街道と直行して流れる西川までは、街道に面して意匠的に優秀な
伝統的建造物がよく残されている。また、西川から西桝形跡までの約 150ｍの間は、伝統的建造物は少
ないが、宅地割に旧状をよくとどめている。これら街道沿いの町並みの背後はおもに農地で、この境目

にあたる宅地の最も奥には、養蚕時代の蚕室や土蔵があり、表の家並みとともにこの地区の景観を特徴

づけている。

街道沿いの町並み、養蚕建物、農地をあわせて保存維持することが、海野宿伝統的建造物群の保存に

とって、歴史的な意味づけができるとともに、最も高い価値をあたえるものと考える。

(３) 保存の方針

① 保存の基本方針

海野宿伝統的建造物群保存地区の保存は、宿場とその後養蚕で栄えた地区、すなわち、町場と農村と

の両方の性格をもちあわせた歴史的環境を保持し、住民の生活と環境の改善を図り、良好な住環境を育

成することを目ざした、総合的な町づくりであるとともに、私達が歴史とともに生きた時代の証として

の町づくりである。

② 保存地区の面積

東御市大字本海野のうち、面積 13.2ヘクタール
③ 地域区分と伝統的建造物群の特性

保存地区は、旧北国街道海野宿の東桝形跡の東に位置する白鳥神社から西桝形跡までと、その背後の

農地を含む、東西約 700ｍ、南北約 250ｍの範囲で、街道の両側にそれぞれ約 50戸程の民家が建ち並
んでいる。ここは、明治時代以降、昭和の戦前までつづく養蚕業で栄えた農村の集落でもある。



保存地区は、その特性によって次の二区域に区分する。

Ａ 伝統的景観区域

Ｂ 歴史的風致区域

Ａ 伝統的景観区域

保存地区の東端に位置する白鳥神社から、西川までの約 500ｍの間の街道に面した区域と、その背後の
農業区域である。

ここには、宿場時代の建物と明治期以降養蚕業で栄えた時期の建物が、街道に沿って建ち並び往時の

姿を今によく伝えている。

宿場時代の建物として、街道北側に間口が広い７～８間ほどの総二階建、出梁造りの建物が連続して

残る。宿場中ほどの街道南側には、厨子二階造りの間口４間ほどの建物が軒を連ねている。また、東桝

形跡近くと洗馬道東には、茅葺き屋根の建物が５軒残されている。

明治期以降の伝統的な建物は宿場時代の風格を受け継ぎ、さらに養蚕業の隆盛をあらわした建築で、

明治期に建てられたものが多い。これら街道筋の建物の８割余りが海野宿の伝統的建造物としてとらえ

ることができる。

主屋の背後、宅地と裏の畑の境に建つ付属家は多くが明治期に建築され、中でも土蔵と蚕室は頑丈な

造りである。この蚕室は、明治時代以降の養産業の繁栄を今によく伝え、海野の歴史上欠くことができ

ない。また、短冊形の宅地割が現在も維持されている。街道と宅地の境には地割石が残され、多くの家

では宅地裏に屋敷神をもつ。

この宅地裏から、北の鉄道沿いの道までと、南のいわゆる夜逃げ道までのそれぞれの区域は、現在も

ほとんどが農地として耕作されている。かつて養蚕業が盛んであった頃は一面桑畑であったが、今はく

るみの木が数多く植えられ、ねぎやアスパラガスなどの自家用あるいは出荷用の農作物が作られている。

この土地は、歴史的には海野宿をささえ、さらに養蚕業を繁栄させた経済的基盤となった。この畑地の

農業景観は、街道筋の宿場景観と一体をなしており、宿場を保存維持するために欠くことのできない存

在である。

Ｂ 歴史的風致区域

伝統的景観区域の西に続く、西川から西桝形跡までの 150ｍ余の間である。
この区域は、もともとは伝統的景観区域とともに宿場を形成し、昭和 30年代までは茅葺き屋根の建物
が軒を連ねていたが、現在では新しい様式の建物に建て替えられたものが多く、往時の面影をわずかに

残すにすぎない。

茅葺き屋根の建物は西桝形跡付近と中島小路付近に残され、また養蚕時代の建物が点在している。し

かし、宅地割は旧形態をよく残し、特に街道南側には宅地や農地などの境の石垣がよく残る。また、宅

地裏は農地であり、現在も耕作が続けられている。

④ 伝統的建造物の特徴

海野宿の伝統的建造物は江戸時代から、明治、大正、昭和に至るまでの長い年月の間に建築された

もので、時代毎に特徴をもちながら伝統的形式を維持している。

街道沿いの町屋のうち、江戸時代の建造物は茅葺き建物が平屋造り、その他は厨子二階造りである。

元来石おき板葺きであった屋根は、棧瓦屋根に改造されている。旅籠は出梁造りが多く、二階の出格

子は当初の形式のまま残される。また一階の格子はほとんどの家に設けられている。



明治時代の建造物は、旅籠の形式を受け継ぐ家と養蚕専用の住宅とがみられ、養蚕のため屋根の大

棟には気抜きの櫓があげられている。江戸時代、家の格を表した｢卯立｣は、明治に入り一段と意匠が

凝らされる造りとなった。また、武家長屋門と同形式の扉や、城郭建築を真似た「鯱」を形どった棟

飾りを持つ家がみられる。

大正、昭和時代の建造物は、本二階造りとなり、二階に格子はなく、ガラス戸が一般的となる。ま

た、昭和においては、建物が路から後退し、道沿いには生垣を設けている。

蚕室の多くは、宅地と裏の畑境に建築され、総二階造で間口７軒ほどの塗屋造りが多く、大棟には

気抜きが設けられている。

土蔵は多くの家でみられ、間口５間ほどで主屋と裏の蚕室の中間に建築されている。この他、長屋

門や養蚕用の桑屋等の建造物がある。

また、白鳥神社境内には、白鳥神社本殿及び拝殿、新海神社社殿等の建造物と祠や石碑等が残され

ている。

第２章 保存地区内における伝統的建造物群を構成している建造物その他の工作物(以下「伝統的建造物」
という。)及び伝統的建造物群と一体をなす環境を保存するため特に必要と認められる物件(以下
｢環境物件｣という。)の決定。

(１) 伝統的建造物

イ 建 築 物 別表１

ロ 工 作 物 別表２

ハ 伝統的建造物に係る図面 別紙

(２) 環境物件 別表３

(３) 保存すべき物件及び修景を要する空地 別表４

第３章 保存地区内における建造物及びその他の物件の保存整備計画

(１) 保存整備の方針と内容

街道沿いに建つ主屋、その他道路から望見できる屋敷裏の蚕室、物置などの伝統的建造物およ

び環境物件が伝統的要素を失うことのないように修理、修景、復旧につとめ、また屋敷裏に広が

る農業景観はできる限り現状の景観を維持し、あわせて生活環境の整備を行い、歴史的環境づく

りにふさわしい整備計画を進める。

① 伝統的景観区域の保存整備

街道筋に残る多くの伝統的建造物、さらに裏の蚕室等の建造物を、それぞれ固有の特性をふまえ、

できる限り伝統的手法により修理を行う。また、現在空地となっている宅地、あるいはすでに建て

替えを行っている場合でも、今後建造物を建築する時は江戸時代から明治時代に建てられた、海野

特有の伝統的な風格を受け継いだ建造物を建築し、歴史的に重みのある伝統的建造物の町並みづく

りを行う。

屋敷裏の農地は、現在荒れることなく耕作が続けられている。今後この自然環境を徒らに破壊す

ることなく、できる限り現状を維持する。また、裏の畑に立つ樹木は非伝統的建造物を覆い隠して

いるので、現状を維持する。



海野宿が繁栄した基礎は農業による経済的基盤をもっていたことであり、明治期の養蚕業の発展

も農業基盤の上に成り立っている。この農地は海野宿が農村の中で生き続けた町であること、そし

て農業とともに発展してきたことを示す地域として、農地のまま現状を維持する。

② 歴史的風致区域の保存整備

西桝形跡に残る茅葺き屋根の建物は、往時の面影を今に残しこの区域の象徴である。この建物は

できる限り往時の様相に復元修理を行い、この区域の歴史的位置付けを行う。また、その他の建造

物は、多くが街道から数メートル後退して建築されており、街道筋はコンクリートブロック塀とそ

の内側に植え込みをもつものと生垣に変っている。今後は、旧来の宅地割を残しながら、街道筋の

樹木等の整備にあわせ、生垣による修景を行い自然景観の町並みづくりを行う。また、屋敷裏の農

地は畑地として現状のまま維持し、農地境の石垣等の保存もあわせて行う。

(２) 伝統的建造物の修理・復原

伝統的建造物については、建築当初の形式、その跡の改造の経過を明らかにし、伝統的形式を尊

重し、主として外観を維持するための修理を行い、また伝統的形式にそぐわない改造・修理が加え

られたものは復原を基本とした修理を行う。

(３) 伝統的建造物群以外の建造物の修景基準

伝統的建造物以外の建造物の新築、増築、修理、模様替え、あるいは色彩の変更は外観が伝統的

建造物に類似し、また調和がとれたものとし、伝統的景観区域では下記の基準に従う。

◎ 屋 根 黒色、灰色のいぶし棧瓦またはこれに類するものとする。

◎ 階 数 二階造、厨子二階造等とする。

◎ 外 壁 荒壁仕上げ、中塗仕上げまたは白壁仕上げとする。また、必要により腰板貼

りとする。

◎ 建 具 木造建具とする。

◎ 庇 棧瓦または板葺とする。

◎ 軒先等 雨桶の色は屋根または建具の色に準ずる。

◎ 門 長屋門またはこれに類する伝統的なもの。

◎ 塀 荒壁仕上げ、中塗仕上げまたは白壁仕上げの瓦葺土塀、あるいは板塀とする。

なお、歴史的風致区域の建造物は、道路から後退して建築し、道路に沿って生垣、あるいは塀を建て

る時はその内側に植栽を施す。

(４) 環境物件及び保存すべき物件の保存整備

環境物件のうち、自然物についてはできる限り往時の様相に復旧し、また修景上必要ある時は補

植等を行う。宿場の遺構である東西枡形跡や市神跡などの史跡については、それぞれの歴史的位置

付けにもとづいて説明板等を設置し、将来的には復旧整備する。また、歴史的に貴重な所産である

宅地の地割や土地の境に設けられた石垣、地割石、あるいは祠や屋敷神等は、積極的に保存を図る。

第４章 保存地区内における建築物等及び環境物件に係る助成措置等

町の保存整備計画にもとづいて行う事業に関しては、保存条例第 11条並びに同条例施行規則第 7
条の規定に基づき、別に定める東御市伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱により補助する。

第５章 保存地区の保存のため必要な管理施設の設置及び整備計画

(１) 伝統的建造物の公開及び展示施設の整備



地区を代表する伝統的建造物を公開する。また江戸時代の宿場から明治時代以後、養蚕で栄え

た町の歴史を中心とした展示施設を設ける。

(２) 街道の整備

宿場内の街道を伝統的地区に調和するように整備し、用水路(表の川)及び石橋、洗い場の復原を
行い、あわせて用水路沿いの樹木の整備を行う。

(３) 管理施設等の整備

保存地区の管理のため、標識、説明板、案内板等を伝統的景観に調和する形式、構造のもので

設置する。

(４) 交通・駐車場の整備

現在街道は交通量が多く、また当時の道路面より高いので、バイパスを設け街道の通過交通を

制限し、整備を図る。また、周囲の環境に調和した生活道路を集落の南北に設け、住民の生活の

便に供する。住民の駐車場は共同駐車場を複数設置し、外来者用駐車場は保存地区外に設置する。

(５) 電柱等の整備

電柱、電話線等を地下埋設、移設等によって景観を阻害しないようにする。また街路灯 は、

伝統的景観に調和する形式のもので設置する。

(６) 防災施設の整備

防火水槽、消化栓等保存地区の防災に必要な施設を要所に設置し、また延焼防止のため現在の

空地や樹木等を利用整備する。また、千曲川の水害を防ぐために堤防の整備を行う。

(７) 公共施設の整備

公民館、休憩所あるいは公衆便所などの公共施設は、伝統的景観に調和した形式で建設し、あ

るいは伝統的建造物を再利用する。また、公園あるいは遊び場などを設置し、文化的環境整備を

行う。

付

この保存計画は、東御市教育委員会の告示のあった日から適用する。



註(１) 紐心麻綱は麻のひもの芯になっていた布で、そこに「信濃国小県郡海野郷戸主爪工部調」と墨

書されている。

註(２) 上田城下町の中核となったのは海野町と原町であり、それぞれ商工業の権益や職能を持つ人々

が二つの郷から集められた。

註(３) ｢海野平の合戦｣と呼ばれるもので、武田信虎、村上義清、諏訪頼重等三者連合軍が海野氏を攻

めた合戦であった。この時海野の頭主、棟綱は上州に逃れ、その後復帰はかなわなかった。

註(４) 今の白鳥台団地となっている小字太平寺がそれで、白鳥神社と同平面に馬場、また白鳥団地に

上る段丘途中に大手あと等の地名があったことが、古地図で確認できる。また、この東側には

長縄手の地字が現存する。ここは海野氏末期の居館であった。

註(５) 市神と刻まれた石碑が、藤田朝子氏宅裏の道沿いに現存している。

註(６) 寛永２年｢駄賃銭増減覚｣(藤田文書)に、｢当町市日、毎月二日、八日、十二日、十八日、二十二
日、二十八日、右者永禄弐年上田江海野町引移不申候以前之市建日ニ御座候段御願寛永二年乙

丑十月七日被仰付売買仕候｣とあり、他の傍証からも六斉市が開かれていたことが推定される。

註(７) 問屋、本陣を兼任していた藤田氏の文書(藤田文書)の駄賃線の記録〈註(６)のもの〉が寛永二
年から始まっており、これは伝承と一致している。

註(８) 海野は、田中宿の間の宿であり、月の上 15日は田中宿、下 15日は海野宿が伝馬役を勤めてい
た。本陣は田中宿のみあり、海野宿には問屋だけがあった。

註(９) 寛保２年、田中宿は烏帽子山麓からの鉄砲水のために、死者 68人、流出家屋 119件、残った
家わずかに 29軒という大被害をうけ壊滅状態となり、宿としての機能を失った。

註(10) 田中宿が宿機能を失ったため、間の宿で問屋を勤めていた藤田氏が、本陣をも勤めることとな

った。

註(11) 田中宿は次第に復旧してきたので、従前通り宿としての勤めをはたしたいと願い出、宝暦 11
年(1761)から、田中宿が伝馬役のみを勤めるようになった。その後も再三願出と交渉がくりかえ
され、両宿が本陣と問屋機能を半月交代で勤めるようになったのは、文化４年(1807)からであっ
た。

寛保 2年以来 65年を経ていたわけである。
註(12) 本海野の養蚕近代化の先駆者は、矢島行康であった。行康は国学の修行を志して江戸に出、平

田鉄胤の門に学び、それが縁で、高山彦九郎、三条実美、岩倉具視等と知りあう。明治になっ

てから政府の殖産興業政策に共鳴し、帰郷して養蚕をもって貢献しようと努力する。行康の建

てた４棟の蚕室のうち、２棟が現存している。

註(13) 当時の洗い場は、滝沢正富氏宅前に１ヶ所現存する。

註(14) 工学院大学建築学科、伊藤研究室によって実施され、「海野宿町並み調査報告(昭和 53年度調
査概要)」が刊行されている。

註(15) 地元住民 85名から組織され、海野に関連する歴史の研究や海野宿の保存について、講演会や
研修等を行い、住民の立場からの保存活動を行ってきた。

註(16) 昭和 60年３月 16日、本海野区長の諮問機関として発足し、会長、副会長、事務局長、会計



各１名、幹事６名、委員 22名から構成されている。
註(17) 国選定についての賛否調査を実施した結果、賛成 62.8％、どちらでもよい 21.9％、わからな

い 6.6％、不賛成 8.7％であり、国選定を受け保存すべきとの結論に達し、区長に対し答申を行
っている。

註(18) 寄付を受けた家屋２棟は、ともに傷みがひどく、特に雨漏りによる傷みが多く、屋根瓦の葺き

替えを中心とする応急工事を行った。



別表１．　　建築物

００１ N－１－１ 白鳥神社本殿 １棟 長野県東御市本海野１２０４番地１号
N－１－２ 白鳥神社拝殿 １棟           〃　　　本海野１２０４番地１号
N－１－３ 新海神社社殿 １棟           〃　　　本海野１２０４番地１号
N－１－４ 宝蔵庫 １棟           〃　　　本海野１２０４番地１号

００２ N－２ 公民館 １棟           〃　　　本海野１２０４番地１号
００３ N－３ 消防器具置場 １棟           〃　　　本海野１２０４番地２号・１１２５番地３号
００４ N－４ 主屋 １棟           〃　　　本海野１１２５番地２号
００５ N－５ 旧地蔵寺門 １棟           〃　　　本海野１１２５番地１号
００６ Ｎ－６ 水防庫 １棟           〃　　　本海野１１２５番地１号
００７ Ｎ－８ 主屋 １棟           〃　　　本海野１１２３番地
００８ Ｎ－９ 主屋 １棟           〃　　　本海野１１２２番地
００９ Ｎ－１０ 主屋 １棟           〃　　　本海野１１１８番地・１１２１番地
０１０ Ｎ－１１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１１１７番地
０１１ Ｎ－１３－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１１１５番地

Ｎ－１３－２ 便所・廊下 １棟           〃　　　本海野１１１５番地
N－１３－５ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１１１５番地

０１２ Ｎ－１４－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１１００番地
Ｎ－１４－２ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１１００番地
Ｎ－１４－４ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１１００番地

０１３ Ｎ－１５－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０９８番地　（海野宿資料館）
Ｎ－１５－２ 物置 ２棟           〃　　　本海野１０９８番地
Ｎ－１５－３ 土蔵 ３棟           〃　　　本海野１０９８番地

０１４ Ｎ－１６－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０９７番地
Ｎ－１６－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０９７番地
Ｎ－１６－３ 物置 １棟           〃　　　本海野１０９７番地
Ｎ－１６－４ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０９７番地

０１５ Ｎ－１７－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０９４番地
Ｎ－１７－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０９４番地
Ｎ－１７－３ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０９４番地

０１６ Ｎ－１８ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０９３番地
Ｎ－１８－２ 離れ座敷 １棟           〃　　　本海野１０９３番地
Ｎ－１８－３ 土蔵兼蚕室 １棟           〃　　　本海野１０９３番地
Ｎ－１８－４ 桑屋 １棟           〃　　　本海野１０９３番地
Ｎ－１８－５ 温室 １棟           〃　　　本海野１０９３番地
Ｎ－１８－９ 渡り廊下 １棟           〃　　　本海野１０９３番地

０１７ Ｎ－１９－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０７８番地
Ｎ－１９－４ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０７９番地２号

０１８ Ｎ－２０－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０７７番地
Ｎ－２０－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０７７番地
Ｎ－２０－７ 東袖壁 １棟           〃　　　本海野１０７７番地
Ｎ－２０－５ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０７７番地

０１９ Ｎ－２１－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０７４番地
Ｎ－２１－４ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０７４番地

０２０ Ｎ－２２－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０６９番地
Ｎ－２２－２・３ 土蔵 ２棟           〃　　　本海野１０６９番地

０２１ Ｎ－２３－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０７２番地
０２２ Ｎ－２４ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０７１番地３号
０２３ Ｎ－２５－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０５６番地

Ｎ－２５－２ 外風呂 １棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－３・６ 土蔵 ２棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－５ 冷蔵庫 １棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－７ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－８ 焚き物小屋 １棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－９ 物置 １棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－１０ 渡り廊下 １棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－１１ 裏門 １棟           〃　　　本海野１０５６番地
Ｎ－２５－１２ 板塀 １棟           〃　　　本海野１０５６番地

０２４ Ｎ－２６ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０５４番地２号
０２５ Ｎ－２７－１ 長屋門 １棟           〃　　　本海野１０５２番地２号

Ｎ－２７－２ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０５２番地２号
Ｎ－２７－４ 物置 １棟           〃　　　本海野１０５２番地２号

０２６ Ｎ－２８－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０５２番地１号
Ｎ－２８－３ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０５２番地１号
Ｎ－２８－４ 味噌部屋 １棟           〃　　　本海野１０５２番地１号

番　号
保　存
計　画
番　号

種　　別 員　数 所　　在　　地



Ｎ－２８－５ 渡り廊下 １棟           〃　　　本海野１０５２番地１号



０２７ Ｎ－２９－４ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０５０番地２号
０２８ Ｎ－３０－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０４８番地１号

Ｎ－３０－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０４８番地１号
Ｎ－３０－３ 物置 １棟           〃　　　本海野１０４８番地１号

０２９ Ｎ－３１－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０４７番地
Ｎ－３１－３ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０４７番地
Ｎ－３１－５ 物置 ２棟           〃　　　本海野１０４７番地

０３０ Ｎ－３２－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０３０番地１号
Ｎ－３２－２ 質蔵 １棟           〃　　　本海野１０３０番地１号
Ｎ－３２－３ 味噌蔵 １棟           〃　　　本海野１０３０番地１号
Ｎ－３２－４ 物置 １棟           〃　　　本海野１０３０番地１号
Ｎ－３２－５ 穀蔵 １棟           〃　　　本海野１０３０番地１号
Ｎ－３２－６ 渡り廊下 １棟           〃　　　本海野１０３０番地１号
Ｎ－３２－８ 外便所 １棟           〃　　　本海野１０３０番地１号

０３１ Ｎ－３３ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０２９番地
０３２ Ｎ－３４－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０２８番地

Ｎ－３４－５ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０２８番地
０３３ Ｎ－３４・３５－１ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０２５番地
０３４ Ｎ－３６－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０１３番地

Ｎ－３６－２ 物置 １棟           〃　　　本海野１０１３番地
Ｎ－３６－３ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１０１３番地
Ｎ－３６－４ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０１３番地

０３５ Ｎ－３７－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１０１２番地
Ｎ－３７－２ 物置 １棟           〃　　　本海野１０１２番地
Ｎ－３７－３・５ 土蔵 ２棟           〃　　　本海野１０１２番地
Ｎ－３７－４ 離れ １棟           〃　　　本海野１０１２番地
Ｎ－３７－６ 豆蔵 １棟           〃　　　本海野１０１２番地
Ｎ－３７－７ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１０１２番地

０３６ Ｎ－３８－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１００７番地

Ｎ－３８－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１００７番地
Ｎ－３８－４ 肥溜め １棟           〃　　　本海野１００７番地

０３７ Ｎ－３９－１ 主屋 １棟           〃　　　本海野１００６番地
Ｎ－３９－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野１００６番地
Ｎ－３９－６ 蚕室 １棟           〃　　　本海野１００６番地

０３８ Ｎ－４１－３ 土蔵 １棟           〃　　　本海野　９９４番地
０３９ ＷＮ－１－３ 土蔵 １棟           〃　　　本海野　９６４番地１号

０４０ ＷＮ－４－２ 土蔵 １棟           〃　　　本海野　９５１番地
０４１ ＷＮ－５－２ 物置 １棟           〃　　　本海野　９５０番地

ＷＮ－５－４ 離れ １棟           〃　　　本海野　９５０番地
ＷＮ－５－５ 蚕室 １棟           〃　　　本海野　９５０番地

０４２ ＷＮ－６－２ 物置 １棟           〃　　　本海野　９３９番地
ＷＮ－６－３ 蚕室 １棟           〃　　　本海野　９３９番地
ＷＮ－６－５ 木戸 １棟           〃　　　本海野　９３９番地
ＷＮ－６－６ 井戸 １棟           〃　　　本海野　９３９番地
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０４３ Ｓ－２ 主屋 １棟  長野県東御市本海野　７８２番地
０４４ Ｓ－３ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７８３番地１号
０４５ Ｓ－４ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７８４番地
０４６ Ｓ－５ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７８７番地
０４７ Ｓ－６ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７８８番地
０４８ Ｓ－７－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７９１番地

Ｓ－７－３ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　７９１番地
０４９ Ｓ－８－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７９２番地
０５０ Ｓ－９－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７９５番地

Ｓ－９－２ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　７９５番地
０５１ Ｓ－１０ 主屋 １棟            〃　　　本海野　７９６番地
０５２ Ｓ－１２－５ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　８０２番地

Ｓ－１２－６ 蚕室 １棟            〃　　　本海野　８０２番地
Ｓ－１２－７ 桑屋 １棟            〃　　　本海野　８０２番地
Ｓ－１２－９・１０ 物置 ２棟            〃　　　本海野　８０２番地

０５３ Ｓ－１３－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８０８番地
Ｓ－１３－２ 物置 １棟            〃　　　本海野　８０８番地
Ｓ－１３－４ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　８０８番地
Ｓ－１３－５ 味噌部屋 １棟            〃　　　本海野　８０８番地
Ｓ－１３－６ 蚕室 １棟            〃　　　本海野　８０８番地
Ｓ－１３－７ 蚕室 １棟            〃　　　本海野　８０８番地
Ｓ－１３－８ 渡廊下 １棟            〃　　　本海野　８０８番地

０５４ Ｓ－１４－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８１２番地
Ｓ－１４－２ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　８１２番地
Ｓ－１４－３ 蚕室 １棟            〃　　　本海野　８１２番地
Ｓ－１４－４ 蚕室 １棟            〃　　　本海野　８１２番地

０５５ Ｓ－１５ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８１３番地　
０５６ Ｓ－１６ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８１６番地
０５７ Ｓ－１７－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８１７番地１号

Ｓ－１７－２ 物置 １棟            〃　　　本海野　８１７番地１号
Ｓ－１７－３ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　８１７番地１号

０５８ Ｓ－１８ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８１７番地２号
０５９ Ｓ－１９－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８２０番地

Ｓ－１９－２ 長屋 １棟            〃　　　本海野　８２０番地
Ｓ－１９－３・４ 蚕室 ２棟            〃　　　本海野　８２０番地
Ｓ－１９－５ 味噌部屋 １棟            〃　　　本海野　８２０番地
Ｓ－１９－６ 井戸 １棟            〃　　　本海野　８２０番地

０６０ Ｓ－２０ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８３０番地・８３６番地１号
０６１ Ｓ－２１－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８３７番地

Ｓ－２１－２ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　８３７番地
Ｓ－２１－３ 物置 １棟            〃　　　本海野　８３７番地
Ｓ－２１－４ 味噌部屋 １棟            〃　　　本海野　８３７番地

０６２ Ｓ－２２－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８４０番地１号
Ｓ－２２－２ 風呂・便所 １棟            〃　　　本海野　８４０番地１号
Ｓ－２２－３ 離れ １棟            〃　　　本海野　８４０番地１号
Ｓ－２２－５ 酒蔵 １棟            〃　　　本海野　８４０番地１号
Ｓ－２２－６ 渡り廊下 １棟            〃　　　本海野　８４０番地１号
Ｓ－２２－７ 東側袖壁 １棟            〃　　　本海野　８４０番地１号

０６３ Ｓ－２３ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８４０番地２号
０６４ Ｓ－２４ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８４５番地

Ｓ－２４－４ 土蔵 １棟            〃　　　本海野　８４５番地
Ｓ－２４－５ 蚕室 １棟            〃　　　本海野　８４５番地

０６５ Ｓ－２５－１ 主屋 １棟            〃　　　本海野　８４６番地
Ｓ－２５－３ 蚕室 １棟            〃　　　本海野　８４６番地

０６６ Ｓ－２６－１ 主屋 １棟            〃       本海野　８４８番地
Ｓ－２６－２ 主屋 １棟            〃       本海野　８４８番地
Ｓ－２６－３ 土蔵 １棟            〃       本海野　８４８番地

０６７ Ｓ－２７ 主屋 １棟            〃       本海野　８５５番地
０６８ Ｓ－２８ 主屋 １棟            〃       本海野　８５６番地
０６９ Ｓ－２９－１ 長屋門 １棟            〃       本海野　８６１番地

Ｓ－２９－２ 土蔵 １棟            〃       本海野　８６１番地
Ｓ－２９－３ 主屋 １棟            〃       本海野　８６１番地

０７０ Ｓ－３０ 主屋 １棟            〃       本海野　８６２番地
Ｓ－３０－２ 蚕室 １棟            〃       本海野　８６２番地

０７１ Ｓ－３２ 主屋 １棟            〃       本海野　８６６番地
Ｓ－３２－２ 土蔵 １棟            〃       本海野　８６６番地

番　号
保　存
計　画
番　号

種　　別 員　数 所　　在　　地



０７２ Ｓ－３３ 主屋 １棟            〃       本海野　８７１番地１号
Ｓ－３３－６ 渡り廊下 １棟            〃       本海野　８７１番地１号

０７３ Ｓ－３４－１ 主屋 １棟            〃       本海野　８７２番地
Ｓ－３４－２ 土蔵 １棟            〃       本海野　８７２番地
Ｓ－３４－３ 渡廊下 １棟            〃       本海野　８７２番地

０７４ Ｓ－３６－１ 主屋 １棟            〃       本海野　８７６番地
Ｓ－３６－３ 蚕室 １棟            〃       本海野　８７６番地

０７５ Ｓ－３９－１ 主屋 １棟            〃       本海野　８８５番地１号
Ｓ－３９－２ 味噌部屋 １棟            〃       本海野　８８５番地１号
Ｓ－３９－３ 土蔵 １棟            〃       本海野　８８５番地１号
Ｓ－３９－５ 物置 １棟            〃       本海野　８８５番地１号

０７６ Ｓ－４０－１ 主屋 １棟            〃       本海野　８８９番地２号
Ｓ－４０－４ 土蔵 １棟            〃       本海野　８８９番地２号

０７７ Ｓ－４１－１ 主屋 １棟            〃       本海野　８９０番地
Ｓ－４１－２ 物置 １棟            〃       本海野　８９０番地
Ｓ－４１－４ 乾燥場 １棟            〃       本海野　８９０番地
Ｓ－４１－５ 台所 １棟            〃       本海野　８９０番地
Ｓ－４１－６ 物置 １棟            〃       本海野　８９０番地

０７８ ＷＳ－８－３ 土蔵 １棟            〃       本海野　９１３番地
０７９ ＷＳ－１２ 主屋 １棟            〃       本海野　２２７番地２号

番　号
保　存
計　画
番　号

種　　別 員　数 所　　在　　地



別表２．　　工作物

番　号
保　存　　　　　　　　　　　　　
計　画　　　
番　号

種　　別 員　数 所　　在　　地

００１ Ｋ－１ 板掘 １０．９ｍ  長野県東御市本海野　１１００番地
００２ Ｋ－２ 土塀 １２．１ｍ  長野県東御市本海野　１０４７番地
００３ Ｋ－３ 土塀 １６．９ｍ  長野県東御市本海野　１０３０番地１号
００４ Ｋ－４ 土塀 　６．４ｍ  長野県東御市本海野　１００６番地
００５ Ｋ－５ 白鳥神社の鳥居 1基  長野県東御市本海野　１２０４番地
００６ Ｋ－６ 新海神社の鳥居 1基  長野県東御市本海野　１２０４番地
００７ Ｋ－７ 白鳥神社の石畳 ２ヵ所  長野県東御市本海野　１２０４番地
００８ Ｋ－８ 白鳥神社前石垣 １ヵ所  長野県東御市本海野　１２０４番地
００９ Ｋ－９ 白鳥神社前石垣 １ヵ所  長野県東御市本海野　１２０４番地
０１０ Ｋ－１０ 白鳥神社前石橋 1基  長野県東御市本海野　１２０４番地
０１１ Ｋ－１１ 白鳥神社前石橋 1基  長野県東御市本海野　１２０４番地
０１２ Ｋ－１２ 白鳥神社の石段 １ヵ所  長野県東御市本海野　１２０４番地
０１３ Ｋ－１３ 旧地蔵寺前石垣 １ヵ所  長野県東御市本海野　１１２５番地１号
０１４ Ｋ－１４ 旧地蔵寺前石垣 １ヵ所  長野県東御市本海野　１１２５番地１号
０１５ Ｋ－１５ 旧地蔵寺前石橋 1基  長野県東御市本海野　１１２５番地１号
０１６ Ｋ－１６ 旧地蔵寺の石造井戸枠 1基  長野県東御市本海野　１１２５番地１号

０１７ Ｋ－１７ 旧地蔵寺の石畳 １ヵ所  長野県東御市本海野　１１２５番地１号



別表３．　　環境物件
員数 所　　　　　在　　　　　地
１ヵ所 白鳥神社境内･宿場内
〃 白鳥神社境内
〃 　　　　〃
１基 　　　　〃
〃 旧地蔵寺境内
１本 　　　　〃
１ヵ所 宿場内
〃 　　〃
〃 本海野１０４６－２
〃 　　〃　１０５３－１．２．３　１０５４－１　１０５７

種　　　　　　　　別
水 路 ( 表 の 川 )
白 鳥 神 社 社 叢

鯨 池
弁　　　　　天　　　　　社

旧 地 蔵 寺 跡
松

東 桝 形 跡
西 桝 形 跡
市 神 跡

土 塁 及 び 石 垣



別表４　　石造物･石碑･祠等
番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
1 道 祖 神 １基 白鳥神社境内
2 木 造 小 祠 〃 　　　　〃
3 木 造 祠 〃 　　　　〃
4 木 造 小 祠 〃 　　　　〃
5 〃 〃 　　　　〃
6 石 造 小 祠 〃 　　　　〃
7 道 祖 神 碑 〃 　　　　〃
8 水 石 〃 　　　　〃
9 狛 犬 １対 　　　　〃
10 御 神 灯 〃 　　　　〃
11 石 造 小 祠 １基 　　　　〃
12 〃 〃 　　　　〃
13 石 灯 籠 〃 　　　　〃
14 水 石 〃 　　　　〃
15 石 灯 籠 〃 　　　　〃
16 白鳥堤防復築記念碑 〃 　　　　〃
17 献 灯 １対 　　　　〃
18 石 造 小 祠 １基 　　　　〃
19 〃 〃 　　　　〃
20 〃 〃 　　　　〃
21 石 仏 〃 　　　　〃
22 墓 石 １６基 旧地蔵寺境内
23 石 造 小 祠 １基 　　　　〃
24 石 灯 籠 〃 　　　　〃
25 馬 頭 観 世 音 碑 〃 　　　　〃
26 百 万 遍 供 養 塔 〃 　　　　〃

番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
27 馬 頭 観 世 音 碑 １基 旧地蔵寺境内
28 庚 申 塔 〃 　　　　〃
29 水 石 〃 　　　　〃
30 市 神 〃 本海野　１１２７
31 屋 敷 神 〃 　　〃　　　〃
32 〃 〃 　　〃　　　〃
33 〃 〃 　　〃　　１１１９
34 〃 〃 　　〃　　　〃
35 〃 〃 　　〃　　１１１３－１
36 〃 〃 　　〃　　１１０１－１
37 〃 〃 　　〃　　１０９５
38 〃 〃 　　〃　　１０７９－１
39 〃 〃 　　〃　　　〃
40 〃 〃 　　〃　　１０７７
41 〃 〃 　　〃　　１０７４
42 〃 〃 　　〃　　１０７１－１
43 〃 〃 　　〃　　１０５６
44 石 仏 〃 　　〃　　　〃
45 屋 敷 神 〃 　　〃　　１０５２－３
46 〃 〃 　　〃　　１０４９
47 〃 〃 　　〃　　１０３２－１
48 〃 〃 　　〃　　　〃
49 〃 〃 　　〃　　１０３２
50 〃 〃 　　〃　　１０２７－１
51 〃 〃 　　〃　　　〃
52 〃 〃 　　〃　　１０１５
53 〃 〃 　　〃　　１００９



番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
54 屋 敷 神 １基 本海野　１００６
55 〃 〃 　　〃　　　〃
56 〃 〃 　　〃　　　〃
57 石 仏 〃 　　〃　　９８８－１
58 屋 敷 神 〃 　　〃　　　〃
59 〃 〃 　　〃　　９９０
60 〃 〃 　　〃　　　〃
61 〃 〃 　　〃　　９９３－１
62 〃 〃 　　〃　　　〃
63 〃 〃 　　〃　　　〃
64 石 灯 籠 〃 　　〃　　９６３－１
65 木 造 小 祠 〃 　　〃　　　〃
66 屋 敷 神 〃 　　〃　　９５６－１
67 〃 〃 　　〃　　　〃
68 石 仏 〃 　　〃　　　〃
69 馬 頭 大 士 〃 　　〃　　　〃
70 馬 頭 観 世 音 〃 　　〃　　　〃
71 石 仏 〃 　　〃　　９４９－１
72 屋 敷 神 〃 　　〃　　９３９
73 〃 〃 　　〃　　９３５
74 〃 〃 　　〃　　９２５－１
75 〃 〃 　　〃　　　〃
76 〃 〃 　　〃　　　〃
77 馬 頭 大 士 〃 　　〃　　　〃
78 屋 敷 神 〃 　　〃　　７９０－１
79 〃 〃 　　〃　　７９３
80 〃 〃 　　〃　　７９４

番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
81 屋 敷 神 １基 本海野　７９７
82 〃 〃 　　〃　　８０４
83 〃 〃 　　〃　　８１１
84 〃 〃 　　〃　　　〃
85 〃 〃 　　〃　　８１５－１
86 石 仏 〃 　　〃　　　〃
87 屋 敷 神 〃 　　〃　　８１８－１
88 〃 〃 　　〃　　８１８－２
89 石 地 蔵 〃 　　〃　　８３９
90 石 仏 〃 　　〃　　　〃
91 石 地 蔵 〃 　　〃　　　〃
92 屋 敷 神 〃 　　〃　　　〃
93 石 灯 籠 〃 　　〃　　　〃
94 屋 敷 神 〃 　　〃　　８４３
95 〃 〃 　　〃　　８４９－２
96 〃 〃 　　〃　　　〃
97 〃 〃 　　〃　　　〃
98 〃 〃 　　〃　　８６３－２
99 〃 〃 　　〃　　　〃
100 〃 〃 　　〃　　８６８－１
101 〃 〃 　　〃　　８７７
102 〃 〃 　　〃　　８８３－２
103 〃 〃 　　〃　　　〃
104 〃 〃 　　〃　　８８４
105 石 灯 籠 〃 　　〃　　　〃
106 〃 〃 　　〃　　　〃
107 屋 敷 神 〃 　　〃　　８８６



番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
108 屋 敷 神 １基 本海野　８８７
109 〃 〃 　　〃　　８８９－１
110 社 １ヵ所 　　〃　　５５９－１
111 屋 敷 神 １基 　　〃　　８９８－１
112 〃 〃 　　〃　　９０２
113 〃 〃 　　〃　　９０５
114 〃 〃 　　〃　　９０７
115 〃 〃 　　〃　　　〃
116 〃 〃 　　〃　　５５０
117 不 動 明 王 〃 　　〃　　９１１
118 屋 敷 神 〃 　　〃　　９１６
119 〃 〃 　　〃　　　〃

120
貞明皇后養蚕御視察
記 念 碑

〃
宿　場　内

121 〃 〃 　　〃
122 幟 石 ５基 　　〃

別表４　　生垣・石垣・地割石
番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
Ｎ１９ 生 垣 ８．７０ｍ 本海野　１０７８
Ｎ２５ 〃 ７．８０ｍ 　　〃　　１０５６
Ｎ３６ 〃 １２．３０ｍ 　　〃　　１０１３
Ｎ４１ 〃 ２１．００ｍ 　　〃　　８９１、５５９－１

石 垣 ３１．８０ｍ 　　〃　　５５４
〃 １４．４０ｍ 　　〃　　９０２
〃 ６．００ｍ 　　〃　　９０６
〃 １１．３０ｍ 　　〃　　９０７
〃 １３．６０ｍ 　　〃　　５５２－２
〃 ３１．８０ｍ 公　衆　用　道　路
〃 ３４．３０ｍ 　　　　　〃
〃 ５４．３０ｍ 本海野　５５０
〃 ３３．１０ｍ 公　衆　用　道　路
〃 １５．６０ｍ 本海野　２２７－２
〃 １４．４０ｍ 　　〃　　２２８

Ｎ１０ 地 割 石 １３．９０ｍ 　　〃　　１１１８、１１２１
Ｎ１３ 〃 １４．６０ｍ 　　〃　　１１１５
Ｎ１５ 〃 １４．５０ｍ 　　〃　　１０９８
Ｎ１６ 〃 １１．６０ｍ 　　〃　　１０９７
Ｎ１７ 〃 １３．４０ｍ 　　〃　　１０９４
Ｎ１８ 〃 ９．８０ｍ 　　〃　　１０９３
Ｎ２０ 〃 １３．９０ｍ 　　〃　　１０７７
Ｎ２１ 〃 １５．１０ｍ 　　〃　　１０７４
Ｎ２２ 〃 ６．９０ｍ 　　〃　　１０６９
Ｎ２４ 〃 １４．９０ｍ 　　〃　　１０７１－３
Ｎ２７ 〃 ６．００ｍ 　　〃　　１０５２－２



番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
Ｎ２８ 地 割 石 ７．８０ｍ 本海野　１０５２－１
Ｎ３０ 〃 ８．２０ｍ 　　〃　　１０４８－１
Ｎ３１ 〃 １１．２０ｍ 　　〃　　１０４７
Ｎ３２ 〃 ６．７０ｍ 　　〃　　１０３０－１
Ｎ３３ 〃 ５．９０ｍ 　　〃　　１０２９
Ｎ３７ 〃 １５．５０ｍ 　　〃　　１０１２
Ｎ３９ 〃 １３．６０ｍ 　　〃　　１００６
Ｓ２ 〃 ９．５０ｍ 　　〃　　７８２
Ｓ３ 〃 ９．９０ｍ 　　〃　　７８３－１
Ｓ４ 〃 ８．３０ｍ 　　〃　　７８４
Ｓ６ 〃 ８．５０ｍ 　　〃　　７８８
Ｓ７ 〃 １０．６０ｍ 　　〃　　７９１
Ｓ８ 〃 １０．１０ｍ 　　〃　　７９２
Ｓ１０ 〃 ４．９０ｍ 　　〃　　７９６
Ｓ１１ 〃 １７．００ｍ 　　〃　　８０１
Ｓ１２ 〃 １４．６０ｍ 　　〃　　８０２、８０７
Ｓ１３ 〃 １４．９０ｍ 　　〃　　８０８
Ｓ１４ 〃 ８．２０ｍ 　　〃　　８１２
Ｓ１５ 〃 ７．５０ｍ 　　〃　　８１３
Ｓ１６ 〃 １３．７０ｍ 　　〃　　８１６
Ｓ１７ 〃 １０．４０ｍ 　　〃　　８１７－１
Ｓ１８ 〃 ８．７０ｍ 　　〃　　８１７－２
Ｓ２０ 〃 ２２．００ｍ 　　〃　　８３６－１
Ｓ２１ 〃 １５．１０ｍ 　　〃　　８３７
Ｓ２２ 〃 １５．３０ｍ 　　〃　　８４０－１
Ｓ２３ 〃 ８．３０ｍ 　　〃　　８４０－２
Ｓ２４ 〃 ７．１０ｍ 　　〃　　８４５

番　号 種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
Ｓ２５ 地 割 石 ７．２０ｍ 本海野　８４６
Ｓ２６ 〃 ６．９０ｍ 　　〃　　８４８
Ｓ２７ 〃 ８．３０ｍ 　　〃　　８５５
Ｓ２８ 〃 ３．９０ｍ 　　〃　　８５６
Ｓ２９ 〃 １１．３０ｍ 　　〃　　８６１
Ｓ３０ 〃 ７．６０ｍ 　　〃　　８６２
Ｓ３１ 〃 ６．９０ｍ 　　〃　　８６５
Ｓ３２ 〃 １３．６０ｍ 　　〃　　８６６
Ｓ３３ 〃 １４．５０ｍ 　　〃　　８７１－１
Ｓ３６ 〃 ７．２０ｍ 　　〃　　８７６
Ｓ３８ 〃 ２８．６０ｍ 　　〃　　８８４
Ｓ３９ 〃 １７．６０ｍ 　　〃　　８８５
ＷＳ１ １５．４０ｍ 　　〃　　８９２－１、８９３

別表４　修景を要する宅地
種　　　　　　別 員　数 所　　　在　　　地
宅 地 １筆 本海野　１０２５
〃 　〃 　　〃　　９６５－１
〃 　〃 　　〃　　９３８
〃 　〃 　　〃　　８０１
〃 　〃 　　〃　　８８４
〃 　〃 　　〃　　８８８


